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時間のたつのは早いものだ。研究所から創設20年になるので，研究所での後半に当たるこの10年 IIIJ

の仕事の思い出など何か害くようにとのお誘いを受けた。もう 20年にもなるのかと驚いた。先達の努

)Jのドで成長した基生研は．今や成熟期にいたった訳で，益々その兵価を発揮するに遥いない。 2 年

Iiir まで，私はその20年の 3 分の 2 にも及ぶ！Illお世話になった、lれで，その長さに改めて驚いた。このfill,

生物学研究の思想の大転換が世界を席巻し，古くさい考えに拘る私にとっては，培生研と言う最前線

でのその体験は目を見張るものであったが，なかなかついて行くのが難しかった。そのような私は，

長いllll持っていた夢， 1950年代の終わりに見つけられその後忘れられかかっていた＂紅藻の光合成効

率が生育光の光質に適応する＂と言う現象の正体を突き止める事に夢中になり，）＆生研にいながら

'古くさい手法＂で取り組んでいた。

辛いにも， 10年前には，この現象が光質に対する 2種の光化学系の址比の調節による事に気が付き，

そして， 2 種の光化年系の品比は一定でなく，絶えず調節されており，その調節はチラコイド鼈子伝

達状態が検知されて起こるという作業仮説を提唱する事が出米た。ここまでは宰巡であった。それか

ら後の 10年間は始めに111 した作業仮説のJ［当性を証明（？）する1iにあくせくとし， しかも，今もっ

てi沿足のゆく充分な事が出来ないでいる。仮説を作り出すのはそれまでの知見の巣積と自分の得た事

実からで，それ程の難しさは感じなかったが，これを証明するには新しい事実の積み上げが必要であ

り，その戦術を見梧める上で自分の才能の乏しさを思い知らされた。どちらの光化学系の屈が制御さ

れているのかを知り．fじ子伝達状態とその制御との対応I関係を確かめるまではまだ良かった。しかし，

これらは，＂ 2 つの光化学系を結ぶ電子（云達体の酸化還元状態に応じて光化学系 1 の批がその合成調

節により制御される＂という風に仮説の内容を少し具体的にするものにすぎなかった。その分子レペ

ルの仕糾みを直接示す’ll実のみが仮説の当否をきめるのに。 (I) どの寵子伝達体がどのような仕組みで

モニターされ，（2）どのように信号が伝えられ，（3）光化学系の形成がどのようなしくみで制御されるの

が少なくともこれらを機能分子のレベルで明らかにしなければならない。しかし，私は従来製の生

理学的解析に拘りすぎた。だから，いつも見ているのは現象と現象の対応関係で，どの分子がどのよ

うに慟くか確定出来るものでなく， どの分fがおそらく最も 1関係があるだろうと、j'う推定に止まらさ‘

るを得なかった。宰いにして，私のまわりの人たちのお陰で，（ 1 ）については， cyt如の状態であるら

しい’JJ, (3)については光化学系 I タンパク合成が翻訳レペルで制御されている事までたどり着いたが，

ここまでで基生研での研究寿命は尽きた。折角に基生研にいるのだから，まわりの人の助けを得てもっ

と柔軟に問題の攻め方を工夫すぺきであったと自分の頑迷さを1毎やんでいる。

- 43 -



幸いに，この小浜の地で小さいながらも実験研究の場がようやくにして得られたので少しでも穴を

埋めようと思う。基生研では．允分な経済的，物理的環境のもとでの研究二昧であったにもかかわら

ず．この程1文で終わったのは私がJ·L人であったせいだろう。あるいは．余りにも恵まれ過ぎて．それ

に溺れ柔軟な］．．夫をする事を忘れたのかも知れない。凡人にとっては飽食は工夫を忘れさせる。岡崎

の研究環境にはそのような凡人をスポイルする1俎）Jがひそんでいるのかも知れない，とは凡人の凡人

らしい自己弁設なのだろう。
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